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中
井
源
左
衛
門
家
に
よ
る上州

小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

薄
井　

彰

一　

は
じ
め
に

　

原
田
敏
丸
は
、
中
井
源
左
衛
門
家
が
㈠
合
資
に
よ
る
共
同
企
業
（
仙
台
店
開
設

一
七
六
九
年
、
後
野
店
開
設
一
七
六
九
年
）、
㈡
現
地
の
企
業
あ
る
い
は
業
者
に

出
資
（
押
立
店
開
設
一
七
八
八
年
、
尾
之
道
店
開
設
一
七
九
〇
年
、
天
童
店
開
設

一
八
〇
四
年
、
杵
築
店
開
設
一
八
〇
六
年
、
名
古
屋
店
開
設
一
八
一
三
年
、
香
良
洲

店
開
設
一
八
三
五
年
、
京
都
中
正
店
漆
店
、
大
田
原
質
店
）、
㈢
直
接
に
企
業
を
設

立
（
相
馬
店
開
設
一
七
八
三
年
、
京
都
（
日
野
源
）
店
）、
と
い
う
様
々
な
形
態
で
、

全
国
各
地
に
業
務
展
開
を
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

（
（

。
ま
た
原
田
敏
丸
は
、
自
己

資
本
に
加
え
て
他
人
資
本
の
利
用
、
他
の
出
資
者
や
経
営
者
と
の
共
同
経
営
が
中
井

源
左
衛
門
家
の
拡
大
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
江

頭
恒
治
は
近
世
商
家
に
関
す
る
記
念
碑
的
研
究
『
近
江
商
人
中
井
家
の
研
究
』
に
お

い
て
、
中
井
源
左
衛
門
家
が
伏
見
店
（
開
設
一
七
六
九
年
）
や
後
野
店
の
共
同
出
資

で
は
「
組
合
商
合
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た（

（
（

。
中
井
源
左
衛
門
家
の
共
同

出
資
や
共
同
経
営
は
「
乗
合
出
店
」
あ
る
い
は
「
乗
合
商
売
」
と
呼
ば
れ
て
い
た（

（
（

。

ま
た
中
井
源
左
衛
門
家
の
共
同
経
営
が
、
組
合
組
成
の
際
に
出
資
者
と
支
店
経
営
者

（
世
話
人
あ
る
い
は
支
配
人
な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
が
利
益
分
配
契
約
を
締
結
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
契
約
は
出
資
者
へ
の
配
当
率
、
配
当
総
額
を
上
回

る
利
益
に
対
す
る
請
求
権
、
出
資
者
が
損
失
に
対
し
て
無
限
責
任
を
負
う
こ
と
、
支

店
経
営
者
の
損
失
責
任
割
合
、
支
店
経
営
者
の
会
計
報
告
義
務
な
ど
が
規
定
さ
れ
て

い
た
。
お
お
む
ね
支
店
運
営
者
は
損
失
責
任
を
減
免
さ
れ
て
い
た
。

　

近
世
商
家
は
、
家
訓
、
遺
訓
お
よ
び
店
則
な
ど
に
よ
っ
て
店
の
経
営
行
動
を
規
律

づ
け
て
い
た
。
中
井
源
左
衛
門
家
の
店
則
に
関
し
て
は
、
江
頭
恒
治
は
、
三
十
二
点

の
中
井
家
々
法
関
係
史
料
目
録
を
提
示
し
て
、
㈠
封
建
権
力
と
の
関
係
を
規
定
す
る

事
項
、
㈡
人
事
に
関
す
る
事
項
、
㈢
一
般
的
事
項
、
㈣
営
業
上
の
事
項
、
㈤
年
中
お

よ
び
月
間
の
行
事
、
㈥
店
則
の
励
行
な
ら
び
に
制
裁
、
に
関
す
る
事
項
の
観
点
か
ら

詳
述
し
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
宇
佐
美
英
機
は
、
中
井
源
左
衛
門
家
の
最
古
の
明
和
八
年

（
一
七
八
一
年
）
家
訓
に
奉
公
人
の
義
務
と
し
て
「
立
身
出
精
」
に
励
む
こ
と
を
家

訓
の
一
つ
と
な
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

（
（

。

　

こ
う
し
た
家
訓
、
遺
訓
お
よ
び
店
則
な
ど
の
暗
黙
的
あ
る
い
は
明
示
的
な
行
動
規

範
だ
け
で
な
く
、
出
資
者
と
世
話
人
の
契
約
関
係
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
A
gency）

理
論
に
基
づ
い
て
も
説
明
で
き
る
。
経
営
者
（
代
理
人
、
agent）
は
出
資
者
（
依

頼
人
、
principals）
の
代
理
と
し
て
経
営
を
行
い
、
出
資
者
か
ら
そ
の
報
酬
を
受

け
取
る
。
経
営
者
は
自
身
の
便
益
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
。
た
だ
し
、
出

資
者
が
経
営
者
の
行
動
を
観
測
で
き
な
い
と
い
う
情
報
非
対
称
が
あ
る
た
め
、
経
営

者
は
努
力
を
怠
る
、
過
大
な
リ
ス
ク
を
と
る
、
過
剰
投
資
を
す
る
、
私
的
に
資
金
を

流
用
す
る
な
ど
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
（
m
oral hazard）
を
起
こ
し
う
る
。
ジ
ェ
ン

セ
ン
と
メ
ッ
ク
リ
ン
グ
は
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
防
ぐ
報
酬
契
約
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
し
た（

（
（

。
中
井
源
左
衛
門
家
で
は
、
出
資
者
が
損
失
に
対

し
て
無
限
責
任
を
負
う
こ
と
を
対
し
て
、
世
話
人
は
お
お
む
ね
損
失
が
減
免
さ
れ
、

店
の
経
営
の
裁
量
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
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本
稿
の
目
的
は
、
世
話
人
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
防
止
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
日
本

の
近
世
商
家
の
経
営
管
理
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
近
世
商
家
の
会
計
史
研
究
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
会
計
帳
簿
シ
ス

テ
ム
や
複
式
簿
記
の
計
算
構
造
の
解
明
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
小

倉
栄
一
郎
は
中
井
源
左
衛
門
家
の
仙
台
店
と
そ
の
支
店
の
会
計
管
理
や
香
良
洲
店
の

会
計
帳
簿
シ
ス
テ
ム
に
主
た
る
関
心
が
あ
っ
た（

（
（

。
松
田
有
加
里
は
、
仙
台
店
、
仙
台

質
店
お
よ
び
石
巻
店
の
簿
記
法
を
解
明
し
て
い
る（

（
（

。
西
川
登
は
三
井
家
の
会
計
組
織

に
関
し
て
、
血
族
の
直
下
に
あ
っ
た
管
理
組
織
（
大
元
方
、
本
店
一
巻
お
よ
び
両
替

一
巻
）
の
会
計
シ
ス
テ
ム
に
主
眼
が
あ
っ
た（

（
（

。
本
稿
で
は
、
中
井
源
左
衛
門
家
の
会

計
技
術
よ
り
も
む
し
ろ
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
抑
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

初
代
中
井
源
左
衛
門
は
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
上
野
国
邑
楽
郡
小
泉
に
酒

店
（
屋
号
は
十
一
屋
。
以
後
、「
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
」
と
い
う
。）
を
開
設
し

た
。
本
稿
で
は
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
が
所
蔵
す
る
中
井
源
左
衛
門
家

文
書
に
お
い
て
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
関
連
の
確
認
で
き
る
す
べ
て
の
一
次
史
料

を
分
析
す
る
。
初
代
中
井
源
左
衛
門
が
行
商
を
開
始
し
た
の
が
一
七
三
四
年
、
大
田

原
店
を
開
設
し
た
の
が
一
七
四
九
年
で
あ
る
か
ら
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
は
創
業

期
の
事
業
で
あ
る
。
中
井
源
左
衛
門
家
は
、
大
田
原
店
を
拠
点
に
事
業
を
拡
大
し
、

一
七
六
九
年
に
仙
台
店
、
一
七
八
三
年
に
相
馬
店
を
開
設
し
て
、
東
北
地
方
に
進
出

し
て
い
っ
た（

（1
（

。
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
で
構
築
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
特
色
を
明
ら

か
す
る
こ
と
は
、中
井
源
左
衛
門
家
の
管
理
シ
ス
テ
ム
の
原
型
の
解
明
に
つ
な
が
る
。

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
は
、
現
代
で
い
え
ば
、
中
井
源
左
衛
門
家
か
ら
み
れ
ば
、
酒

等
の
製
造
販
売
を
目
的
と
す
る
特
別
目
的
会
社
（
Special Purpose 

Com
pany）

に
該
当
す
る
。
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
は
、
そ
の
組
織
構
造
が
比
較
的
単
純
で
あ
る

が
、
仕
入
原
価
が
米
価
の
市
場
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
事
業
リ
ス
ク
が
高
い

業
界
に
属
し
て
い
た
。

二　

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

（
一
）　

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
概
要

　

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
は
太
田
原
店
の
管
轄
下
に
あ
る
共
同
出
資
企
業
で
あ
っ

た（
（1
（

。
た
だ
し
、
中
井
源
左
衛
門
家
が
ど
の
よ
う
に
酒
造
技
術
を
習
得
し
、
い
つ
の
時

点
で
酒
株
を
取
得
し
た
か
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の

創
業
の
経
緯
、
創
業
時
に
単
独
出
資
あ
る
い
は
共
同
出
資
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
も

わ
か
っ
て
い
な
い
。
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
徳
川
幕
府
は
い
わ
ゆ
る
宝
暦
の
勝

造
り
令
を
発
出
し
、
酒
株
を
保
有
し
て
い
な
く
て
も
届
け
出
に
よ
り
酒
造
業
を
営
む

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
日
本
各
地
に
新
興
の
醸
造
業
が
誕
生
し
た（

（1
（

。
上
州
小
泉
十
一

屋
酒
店
の
開
設
は
こ
う
し
た
時
期
に
重
な
る
。

　

中
井
家
の
初
代
中
井
源
左
衛
門
の
『
享
保
十
九
申
寅
年
店
卸
記
』（

（1
（

で
は
、
宝
暦
七

年
に
、「
金
百
五
拾
両　

小
泉
へ
渡
し
」
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
中
井
源
左
衛
門
家

が
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
に
百
五
十
両
の
投
資
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年

の
大
田
原
店
へ
の
投
資
額
が
「
金
百
拾
弐
両
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、こ
の
時
期
、

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
は
中
井
源
左
衛
門
家
の
主
力
店
舗
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
上
州

小
泉
十
一
屋
酒
店
へ
の
中
井
源
左
衛
門
家
の
出
資
（
帳
簿
残
高
）
は
、
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
の
「
金
弐
百
拾
八
両　

小
泉
へ
渡
し
方
」、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

の
「
金
百
四
拾
九
両
三
分
六
匁　

上
州
小
泉
か
し
」、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）

の
「
金
百
弐
拾
両　

上
州
十
一
屋
入
金
」、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
「
金
百
七

拾
両　

上
州
小
泉
渡
し
金
」、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
「
百
弐
拾
両　

上
州
小

泉
元
〓
渡
し
」（

（1
（

、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の
「
金
百
廿
両　

上
州
小
泉
利
〓
か
し

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
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金
」 
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
「
金
百
弐
拾
両　

上
州
小
泉
十
一
屋
仕
入
」、

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
「
百
弐
拾
両　

上
州
小
泉
仕
入
か
し
」、
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
の
「
金
百
弐
拾
両　

上
州
小
泉
か
し
」、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の

「
金
百
弐
拾
両　

小
泉
酒
屋
元
入
」、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
「
金
百
廿
両　

小
泉
」、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
の
「
金
百
弐
拾
両　

小
泉
店
入
金
」、
安
永
二
年

（
一
七
七
三
）
の
「
金
百
弐
拾
両　

小
泉
店
出
金
」、安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
「
金

百
弐
拾
両　

小
泉
」、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
「
金
百
弐
拾
両　

小
泉
」、
安
永

五
年
（
一
七
七
六
）
の
「
金
百
五
拾
両　

小
泉
望
性
」、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

の
金
「
百
五
拾
両　

小
泉
」、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
金
「
百
六
拾
五
両　

小

泉
店
望
性
金
」、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
「
金
百
六
拾
両　

小
泉
望
性
」、
安
永

九
年
（
一
七
八
〇
）
の
「
金
百
六
拾
両　

小
泉
」、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
の
金

「
百
六
拾
五
両　

小
泉
望
性
」で
あ
っ
た
。上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
へ
の
出
資
金
に
は
、

「
渡
し
」、「
渡
し
方
」、「
か
し
」、「
入
金
」、「
渡
し
金
」、「
か
し
金
」、「
仕
入
」、「
仕

入
か
し
」、「
元
入
」、「
出
金
」
と
い
う
様
々
な
名
称
が
付
さ
れ
て
い
た
。
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
以
降
は
、「
望
性
」
と
い
う
用
語
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
小
倉
栄
一

郎
は
、「
入
金
（
い
れ
が
ね
）
」、「
出
（
だ
し
）金
」、「
仕
込
（
し
こ
み
）
」、「
元
（
も
と
）

金
」
が
、
初
代
中
井
源
左
衛
門
の
時
期
に
は
、
支
店
へ
の
出
資
に
相
当
す
る
概
念
で

あ
っ
て
、
一
七
七
四
年
に
「
望
性
（
も
う
し
ょ
う
）
」
と
い
う
中
井
源
左
衛
門
家
独

特
の
用
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
江
頭
恒
治
は
、
中

井
源
左
衛
門
家
の
「
望
性
」
が
持
分
権
的
意
味
を
も
つ
と
し
て
資
本
金
に
相
当
す
る

と
解
釈
し
て
い
る（

（1
（

。
江
頭
恒
治
が
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
享
保
十
九
申
寅
年
店

卸
記
』で
は
、安
永
三
年
（
一
七
七
四
）の
以
下
の
記
述
が
「
望
性
」の
初
出
で
あ
る
。

　

一　

百
七
拾
弐
貫
五
百
目　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
新　

望
性
銀

　

一　

七
貫
五
百
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
明
寄　

利
そ
く

「
望
性
銀
」
と
「
利
そ
く
」
が
対
に
な
っ
て
区
分
掲
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

こ
で
の
「
望
性
」
は
中
井
源
左
衛
門
家
が
「
伊
勢
新
」
店
に
出
資
す
る
元
金
で
あ
ろ

う
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
で
も
、
以
下
の
よ
う
に
望
性
金
と
利
息
を
区
分
掲
記

し
て
い
た
。

　

一　

金
五
千
四
百
両　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
台
望
性
金

　

一　

同
四
百
八
拾
六
両　
　
　
　
　
　
　
　

右
之
利

　

一　

同
千
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
田
原
望
性
金

　

一　

同
四
百
三
拾
七
両
一
分
七
貫
五
文　
　

同
か
し

　

一　

同
百
弐
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉

　
　
　
　
（
中
略
）

　

一　

十
一
貫
六
百
八
拾
八
匁　
　
　
　
　
　

同
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
分　
　
　
　
　

い
せ
新
望
性
銀

　

一　

壱
貫
百
三
十
九
匁
六
分　
　
　
　
　
　

右
之
利

　
　
　
　
（
後
略
）

大
田
原
店
で
は
「
望
性
金
」
と
か
し
（
貸
付
金
）
が
区
分
掲
記
さ
れ
て
い
る
。
安
永

五
年
（
一
七
七
六
）
で
は
、「
一　

金
五
千
四
百
両　

仙
台
元
金
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
望
性
金
と
元
金
は
同
義
の
よ
う
で
も
あ
る
。「
望
性
」
に
持
分
概
念
を

含
む
こ
と
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
、
中
井
源
左
衛
門

家
で
は
、
出
資
元
金
と
金
銭
貸
付
金
を
明
瞭
に
区
分
す
る
会
計
思
考
が
芽
生
え
て
き

た
こ
と
で
あ
る
。

（
二
）
大
田
原
店
の
一
時
閉
鎖

　

中
井
源
左
衛
門
家
本
家
の
『
享
保
十
九
申
寅
年
店
卸
記
』
の
明
和
二
年
の
箇
所
に

以
下
の
記
載
が
あ
る
。

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

三
五

中
井
源
左
衛
門
家
に
よ
る
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理



　
　

外
ニ
懸
方
有

　
　
　

金
七
百
六
拾
壱
両
三
分

　
　
　
　
　
　
　

拾
弐
匁
六
分
三
厘

　
　

店
仕
舞
申
候
故
除
之
申
仰
せ
候
間

　
　

戌
ノ
正
月
店
卸
如
此
ニ
候

　

こ
の
記
述
か
ら
は
、
簿
外
に
七
百
六
十
一
両
三
分
十
二
匁
六
分
三
厘
の
懸
方
（
貸

倒
懸
念
債
権
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
店
仕
舞
い
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
を
除
外
し
て
、
戌
（
明
和
三
年
、
一
七
六
六
）
の
正
月
の
決
算
が
行
わ

れ
た
。
た
だ
し
、
明
和
三
年
の
箇
所
に
は
店
仕
舞
い
が
大
田
原
店
で
あ
る
こ
と
を

特
定
す
る
記
述
は
な
い
。
中
井
源
左
衛
門
家
の
『
享
保
十
九
申
寅
年
店
卸
記
』
の

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
箇
所
に
は
、
改
め
て
「
金
四
百
九
拾
弐
両
壱
分　

大

田
原
」
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
こ
の
年
に
再
開
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
に
中
井
源
左
衛
門
は
北
関
東
か
ら
東
北
地
方
の
売
掛
金
未
払
者
に
対

す
る
売
掛
滞
納
金
総
額
金
五
百
四
十
三
両
二
分
二
朱
、銀
四
貫
百
六
十
匁
八
分
四
厘
、

銭
四
百
六
十
七
貫
三
百
四
十
一
文
の
返
済
請
求
の
訴
訟
を
幕
府
に
対
し
て
行
っ
た（

（1
（

。

江
頭
恒
治
は
「
行
商
形
態
か
ら
店
舗
商
業
形
態
へ
の
転
換
に
際
し
、
従
来
の
関
係
に

一
段
落
を
つ
け
よ
う
と
す
る
彼
の
決
意
の
表
明
と
し
て
意
味
あ
る（

（1
（

」
と
解
釈
し
て
い

る
が
、
む
し
ろ
、
売
掛
金
回
収
が
滞
っ
た
結
果
、
中
井
源
左
衛
門
家
の
基
幹
店
で
あ

る
大
田
原
店
の
資
産
が
毀
損
し
、
不
良
債
権
を
切
り
離
し
て
債
権
回
収
を
中
井
源
左

衛
門
家
本
店
に
移
転
し
た
と
み
な
せ
よ
う
。
大
田
原
店
は
新
た
に
資
本
を
注
入
し
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
タ
ー
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

（
三
）
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

　

史
料
一
は
中
井
源
三
郎
（
大
田
原
店
）
が
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
茂
八
を
解
任

し
た
際
に
支
払
っ
た
金
子
の
受
取
証
文
で
あ
る（

（1
（

。

　

史
料
一　

一
札
之
事
（
小
泉
酒
店
ニ
付
金
子
下
付
受
取
）（

（2
（

 

　
　
　
　
　
　
　
　

一
札
之
事

一　

�

私
義
、
相
応
之
替
り
之
者
出
来
申
迄
者
相
勤
可
申
候
様
ニ
、
兼
而
思
召
被

遊
女
房
な
と
茂
御
向
被
下
候
得
共
、
不
縁
仕
、
未
私
替
り
之
者
茂
無
御
座

候
内
、
御
隙
願
申
御
心
ニ
叶
不
被
遊
、
重
々
不
調
法
至
極
仕
候
、
乍
然
早

束（
マ
マ
）御
隙
下
シ
被
置
忝
奉
存
候

一　

�

小
泉
酒
店
之
義
、
私
御
見
立
ト
思
召
被
遊
御
置
被
下
候
所
、
私
不
運
ニ
而

是
迄
徳
用
茂
無
御
座
、多
分
損
金
御
座
（
候
脱
カ
）、依

之
私
分
此
度
御
除
可
被
下
旨
、

藤
兵
衛
ヲ
以
御
願
申
上
候
所
、
早
束
（
マ
マ
）御

承
知
被
下
置
忝
奉
存
候
、
依
之

先
年
私
江
金
五
拾
両
別
宅
仕
候
節
、
御
譲
可
被
下
候
旨
御
書
付
ヲ
以
仰
被

付
候
得
共
、
右
之
仕
合
故
、
右
之
書
付
此
度
返
進
仕
候
、
然
所
此
度
金
弐

拾
両
下
シ
被
置
忝
仕
合
慥
ニ
請
取
受
納
仕
候
、
此
後
相
応
之
御
用
之
義
被

仰
付
候
ハ
ゝ
畏
相
勤
可
申
候
、
仍
為
後
日
一
札
如
件

茂
八
㊞

　
　
　
　

明
和
三
年

　
　
　
　
　
　

戌
五
月
日

　
　
　
　
　
　
　

中
井
源
三
郎
様

　

こ
の
証
文
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
五
月
に
署
名
捺
印
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時

期
は
、
大
田
原
店
の
開
設
一
七
四
九
年
か
ら
十
七
年
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
開
設

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
七
号

三
六



か
ら
九
年
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
期
に
あ
た
る
。
大
田
原
店
が
明
和
二
年
に
い
っ
た
ん

閉
鎖
し（

（2
（

、
同
七
年
に
再
開
し
た（

（2
（

。
こ
の
書
状
の
時
期
は
大
田
原
店
が
閉
鎖
さ
れ
て
い

た
時
期
に
あ
た
る
。
史
料
一
の
宛
先
人
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
中
井
源
三
郎
と
な
っ
て

い
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　

史
料
一
に
よ
れ
ば
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
茂
八
は
、
中
井
源
三
郎
（
大
田
原

店
）
の
引
き
合
わ
せ
で
女
房
を
娶
っ
た
も
の
の
不
縁
と
な
っ
て
い
た
。
茂
八
は
中
井

源
三
郎
に
見
込
ま
れ
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
を
任
さ
れ
て
い
た
が
、
徳
用

（
利
益
）
を
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
累
積
損
失
が
発
生
し
た
の
で
、
解
任
さ
れ
た
。

茂
八
は
後
任
に
藤
兵
衛
を
申
し
で
た
と
こ
ろ
こ
れ
が
承
認
さ
れ
た
。
金
五
十
両
と
別

宅
が
供
与
さ
れ
る
約
束
で
あ
っ
た
が
取
り
や
め
と
と
な
り
、
金
二
十
両
に
減
額
し
て

支
給
さ
れ
た
。

　

史
料
一
か
ら
は
、
㈠
中
井
源
三
郎
は
使
用
人
に
支
店
の
経
営
を
委
託
し
て
い
た
こ

と
、
㈡
中
井
源
三
郎
は
使
用
人
に
対
し
て
配
偶
者
を
紹
介
し
て
い
た
た
こ
と
、
㈢
中

井
源
三
郎
は
支
店
の
経
営
を
委
託
し
た
使
用
人
に
対
し
て
金
銭
と
別
宅
を
供
与
す
る

こ
と
、㈣
支
店
の
経
営
を
受
託
し
た
使
用
人
は
累
積
損
失
に
対
し
は
減
免
さ
れ
る
が
、

退
職
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
、
㈣
支
店
の
経
営
者
は
後
任
を
推
薦
で
き
る
こ
と
が
わ

か
る
。
㈢
は
、
中
井
源
左
衛
門
家
が
後
年
、
上
級
使
用
人
に
別
店
舗
の
開
設
を
認
め

る
「
別
家
」
の
原
型
と
も
い
え
よ
う
。

　

史
料
二
は
、
原
田
敏
丸（

（2
（

が
枝
店
の
経
営
形
態
と
て
し
て
例
示
し
た
史
料
で
あ
る
。

こ
の
史
料
は
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
辻
次
郎
七
が
「
仲
間
」
に
成
り
、
上
州

小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
を
引
き
受
け
る
際
に
、
中
井
源
三
郎
と
取
り
交
し
た
契
約

証
書
で
あ
る
。
史
料
二
の
宛
先
人
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
中
井
源
三
郎
な
っ
て
い
た
理

由
も
不
明
で
あ
る
。

　

史
料
二　

相
定
申
一
札
事
（
小
泉
酒
店
引
受
）（

（2
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
定
申
一
札
事

一　

�

小
泉
酒
店
之
義
、
此
度
拙
者
仲
間
ニ
被
成
被
下
、
此
後
引
請
世
話
可
仕
候
、
尤

仕
入
金
之
義
者
、
入
用
次
第
御
取
替
可
被
下
筈
、
利
足
之
義
者
壱
ヶ
年
ニ
壱
割

勘
定
と
相
定
申
候
、
私
世
話
領（
料
）と
し
て
金
五
両
宛
年
々
宿
本
江
御
渡
し
被
下
、

則
店
諸
入
用
ニ
相
成
申
候
、
諸
入
用
利
足
等
指
引
、
損
徳
有
之
候
分
ハ
弐
割
ニ

可
仕
候

一　

�

蔵
敷
之
義
ハ
相
定
之
通
り
貴
殿
方
江
御
請
取
可
被
成
候

　
　

�

右
之
通
り
相
定
、
右
蔵
有
物
相
改
請
取
申
候
所
相
違
無
御
座
候
、
然
上
ハ
出
情

仕
世
話
可
仕
候
、
為
後
日
一
札
如
件

辻　

次
郎
七　

㊞

　
　
　
　

明
和
五
年

　
　
　
　
　
　

子
四
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　

中
井
源
三
郎
殿

　

こ
の
契
約
の
内
容
は
、
㈠
「
仕
入
金
」
は
、
入
用
と
な
り
次
第
取
替
提
供
さ
れ
る
、

㈡
「
仕
入
金
」の
利
足
は
年
一
〇
％
と
す
る
、㈢
辻
次
郎
七
の
「
世
話
領
（
料
）
」（
報

酬
）
と
し
て
年
五
両
を
毎
年
宿
本
へ
送
金
し
、「
店
諸
入
用
」（
店
の
諸
経
費
）
に
算

入
す
る
、㈣
諸
入
用
お
よ
び
利
足
等
を
差
し
引
い
た
損
益
は
両
者
で
折
半
す
る
、（
五
）

蔵
敷
（
蔵
屋
敷
）
お
よ
び
蔵
有
物
（
貯
蔵
物
）
は
相
定
め
た
と
お
り
中
井
源
三
郎

に
請
け
取
ら
れ
る
も
の
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
仕
入
金
」
利
足
の
年

一
〇
％
は
、
中
井
源
三
郎
の
投
下
資
本
コ
ス
ト
に
相
当
す
る
。
投
下
資
本
コ
ス
ト
と

諸
費
用
を
上
回
る
利
益
は
、
中
井
源
三
郎
と
世
話
人
が
折
半
す
る
、
す
な
わ
ち
世
話

人
に
は
定
額
給
の
世
話
料
に
加
え
て
超
過
利
益
ベ
ー
ス
の
業
績
変
動
給
が
支
払
わ
れ

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

三
七

中
井
源
左
衛
門
家
に
よ
る
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理



る
契
約
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
契
約
で
は
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
損
益
は
、

中
井
源
三
郎
と
辻
次
郎
七
が
毎
年
「
弐
割
」（
折
半
）
す
る
。
辻
次
郎
七
は
「
仲
間
」

人
で
あ
っ
て
、
損
失
に
対
し
て
も
責
任
を
負
う
。

　

江
頭
恒
治
は
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
を
共
同
企
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

辻
次
郎
七
を
共
同
出
資
者
と
み
な
し
て
い
る（

（2
（

。
た
だ
し
、
仲
間
人
の
辻
次
郎
七
が
上

州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
持
分
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
こ
の
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
な

い
。
小
倉
栄
一
郎
は
、
中
井
源
左
衛
門
家
が
既
存
の
酒
店
経
営
に
資
本
参
加
し
て
経

営
権
を
掌
握
し
、
辻
次
郎
七
に
経
営
を
委
託
し
た
と
解
釈
し
て
い
る（

（2
（

。
中
井
源
左
衛

門
本
家
の
『
享
保
十
九
申
寅
年
店
卸
記
』
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
上
州
小
泉
十
一

屋
酒
店
の
出
資
は
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
が
「
上
州
小
泉
元
〓
渡
し
」、
明
和

三
年
（
一
七
六
六
）
が
「
上
州
小
泉
利
〓
か
し
金
」 
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
が

「
上
州
小
泉
十
一
屋
仕
入
」
で
あ
っ
た
。
出
資
額
は
い
ず
れ
も
百
二
十
両
で
あ
る
。

（
四
）
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
組
合
の
組
成

　

中
井
源
左
衛
門
家
の
経
営
戦
略
は
、「
組
合
」
と
い
う
共
同
出
資
の
形
態
で
全
国

各
地
に
進
出
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
（
前
掲
注
１
、
前
掲
注
２
お
よ
び
前
掲
注

３
）。

　

史
料
三
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
五
月
一
四
日
に
、
支
配
人（

（2
（

の
福
井
清
三
郎

が
中
井
源
左
衛
門
に
送
付
し
た
小
泉
酒
店
組
合
の
「
元
手
金
」
の
請
取
状
で
あ
る
。

こ
の
請
取
状
の
あ
て
先
は
、
支
店
の
中
井
源
三
郎
で
は
な
く
、
本
家
の
中
井
源
左
衛

門
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

史
料
三　

小
泉
酒
店
組
合
元
手
金
請
取
之
事（

（2
（

 

　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉
酒
店
組
合
元
手
金
請
取
之
事

一　

�

㊞
金
百
六
拾
五
両
也　

右
者
八
分
割
之
内
貴
殿
三
分
乗
、
元
手
金
慥
ニ
請㊞

取
申
候
、
利
足
ハ
年
々
壱
割
相
定
年
々
送
り
可
申
候
、
尤
損
徳
ハ
毎
年
店

お
ろ
し
勘
定
之
上
取
引
可
仕
候
、
為
後
日
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
配
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
清
三
郎　

㊞

　
　
　
　

安
永
五
年

　
　
　
　
　

申
五
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　

中
井
源
左
衛
門
殿

　

中
井
源
左
衛
門
と
支
配
人
の
福
井
清
三
郎
の
間
に
は
、（
一
）「
元
手
金
」
は

百
六
十
五
両
、（
二
）「
元
手
金
」
を
八
分
割
し
、
中
井
源
左
衛
門
の
持
分
を
三
分
と

す
る
、（
三
）
元
手
金
を
年
一
割
で
運
用
し
て
、毎
年
、中
井
源
左
衛
門
に
送
金
す
る
、

（
四
）
損
益
は
毎
年
の
店
卸
決
算
の
上
、
こ
れ
を
取
引
す
る
、
と
い
う
趣
旨
の
契
約

関
係
を
確
認
で
き
る
。
中
井
源
左
衛
門
本
家
の
『
享
保
十
九
申
寅
年
店
卸
記
』で
は
、

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
「
金
百
弐
拾
両　

小
泉
」、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

に
「
金
百
五
拾
両　

小
泉
望
性
」、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
「
金
百
五
拾
両　

小
泉
」、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
「
金
百
六
拾
五
両　

小
泉
店
望
性
金
」
と
あ

る
の
で
、
中
井
源
左
衛
門
家
が
安
永
五
年
に
は
出
資
金
を
百
二
十
両
か
ら
百
五
十
両

に
増
額
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
福
井
清
三
郎
の
出
資
形
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
安
永

五
年
（
一
七
七
六
）
時
点
で
は
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
は
中
井
源
左
衛
門
と
福
井

清
三
郎
と
の
組
合
商
内
で
あ
っ
た
と
推
量
で
き
よ
う
。

　

中
井
源
左
衛
門
家
が
創
業
初
期
に
ど
の
よ
う
に
組
合
を
組
成
し
て
い
た
か
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
な
か
っ
た
。中
井
源
左
衛
門
家
文
書
に
は
、

小
泉
十
一
屋
酒
店
組
合
の
組
成
に
関
す
る
史
料
四
と
史
料
五
の
二
点
が
あ
る
。
史
料

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
七
号

三
八



四
は
清
書
前
の
覚
あ
る
い
は
ひ
な
形
、
史
料
五
は
契
約
時
の
覚
で
あ
ろ
う
。
史
料
四

に
は
「
卯
五
月
」
の
記
載
が
あ
る
も
の
の
時
期
を
特
定
で
き
な
い
。「
望
性
金
」
で

は
な
く
「
出
金
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
井
源
左
衛
門
家
が
「
望
性
金
」
の

用
語
を
使
い
始
め
た
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
な
い
し
「
小
泉
望
性
」
を
初
め
て
記

載
し
た
安
永
五
年
よ
り
前
の
卯
年
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
あ
る
い
は
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
宝

暦
九
年
、
す
な
わ
ち
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
開
設
時
の
史
料
の
可
能
性
が
高
い
。

　

史
料
四　

覚
（
小
泉
十
一
屋
酒
店
出
金
割
合
）（

（2
（

 

　
　
　
　
　
　
　

覚

一　

小
泉
十
一
屋
酒
店
組
合
出
金
之
事

一　

金
高
三
百
拾
五
両

　
　

右
組
合

一一一一右
之
割
合
ニ
而
組
立
候
事

一　

�

出
金
之
義
年
一
割
之
利
足
を
以
毎
年
店
ゟ
相
渡
シ
可
申
候
、
尤
組
合
中
ニ

金
子
子
入
用
之
節
ハ
店
ゟ
借
用
仕
、
右
之
利
足
を
以
新
酒
前
返
済
可
仕
候

一　

�

分
割
出
金
之
外
金
子
入
用
之
節
ハ
店
ニ
而
相
働
可
申
候
、
尤
利
足
之
義
廿

両
壱
分
之
利
足
を
以
勘
定
可
仕
候

一　

�

酒
蔵
ニ
付
万
一
損
金
有
之
節
ハ
茂
左
衛
門
殿
除
キ
、
組
合
中
分
割
金
出
金

可
申
候

一　

茂
左
衛
門
殿
世
話
代
金
と
し
て
毎
年
金
子
三
両
宛
相
渡
シ
可
申
候

右
之
通
仲
間
相
談
之
上
相
極
メ
申
候
間
、
違
背
申
間
敷
候

為
後
日
一
札
取
替
セ
置
候

　

卯
五
月

　

史
料
五　

覚
（
小
泉
十
一
屋
酒
店
出
金
割
合
）（

（3
（

 

　
　
　
　
　

覚

一　

小
泉
十
一
屋
酒
店
組
合
之
事

一　

五
分　
　
　
　
　

源
三

一　

弐
分　
　
　
　
　

五
左
衛
門

一　

弐
分　
　
　
　
　

郷
右
衛
門

一　

壱
分　
　
　
　
　

茂
左
衛
門

右
之
割
合
組
立
申
候
事

一　

�

出
金
之
義
、
年
一
割
利
足
を
以
、
毎
年
店
ゟ
請
取
可
申
候
事
、
組
合
中
ニ

金
子
入
用
之
節
ハ
店
ゟ
借
用
仕
、
利
足
勘
定
相
済
返
済
可
仕
候

一　

�

酒
蔵
ニ
付
万
一
損
金
有
之
候
ハ
ゝ
、
茂
左
衛
門
者
不
構
三
人
割
て合ニ
付
分

割
ニ
て
出
金
可
仕
候

一　

茂
左
衛
門
之
せ
話
代
金
と
し
て
年
々
金
子
三
両
宛
遣
し
可
申
候

一　

出
金
割
合
之
外
入
用
之
節
ハ
店
ゟ

　
　

才
覚
金

一　

分
割
出
金
之
外
余
慶
ニ

一　

�
分
割
出
金
之
外
、
金
子
入
用
之
節
ハ
店
ゟ
才
覚
可
仕
候
、
尤
利
足
之
義
ハ

廿
両
壱
分
之
利
足
を
以
、
勘
定
可
仕
候

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

三
九

中
井
源
左
衛
門
家
に
よ
る
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理



一　
�

出
金
之
義
年
一
割
利
足
を
以
、
毎
年
店
ゟ
御
請
取
可
申
候
事
、
尤
組
合
中

ニ
金
子
入
用
之
節
ハ
店
ゟ
借
用
仕
、
右
之
利
足
ニ
て
返
済
可
仕
候

　

史
料
四
に
は
組
合
の
構
成
人
の
記
載
が
な
い
が
、
史
料
五
に
は
組
合
の
割
合
が
源

三
の
五
〇
％
、
五
左
衛
門
の
二
〇
％
、
郷
右
衛
門
の
二
〇
％
、
茂
左
衛
門
の
一
〇
％

の
記
述
が
あ
る
。
史
料
四
か
ら
、
組
合
の
契
約
は
、
㈠
出
資
金
に
対
し
て
年
一
割
を

毎
年
店
よ
り
送
金
す
る
こ
と
、
た
だ
し
組
合
が
資
金
を
入
用
の
節
に
は
店
よ
り
借
用

し
、
年
一
割
の
利
足
を
新
酒
の
時
期
の
前
に
返
済
す
べ
き
こ
と
、
㈡
出
資
金
の
外
に

資
金
を
入
用
の
節
に
は
店
に
申
し
出
る
こ
と
、
利
足
は
元
金
二
十
両
に
対
し
て
月
一

分
（
年
利
一
五
％
）
と
す
る
、
㈢
酒
蔵
に
万
一
損
金
が
発
生
し
た
際
に
は
、
茂
左
衛

門
を
除
い
て
組
合
が
分
割
負
担
す
る
こ
と
、
㈣
茂
左
衛
門
に
世
話
代
金
と
し
て
毎
年

三
両
を
渡
す
こ
と
、
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
契
約
で
は
、
組
合
の
構
成
人
た
ち
の
長

期
投
資
（
初
期
お
よ
び
追
加
の
「
出
金
」
）
に
は
年
利
一
〇
％
、
出
資
金
以
上
に
資

金
を
要
す
る
際
（「
分
割
出
金
之
外
金
子
入
用
」
）、
そ
の
借
入
に
は
年
利
一
五
％
を

適
用
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
運
転
資
金
が
不
足
す
る
場
合
や
現
場
が
新
規
に
投
資
す

る
場
合
の
よ
う
に
信
用
リ
ス
ク
の
高
い
状
況
に
は
投
下
資
本
コ
ス
ト
一
〇
％
よ
り
高

い
金
利
を
課
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
確
実
性
や
リ
ス
ク
に
応
じ
て
異
な
る
金
利

を
適
用
す
る
点
は
、
現
代
の
財
務
管
理
に
も
通
じ
る
。
ま
た
、
経
営
管
理
者
で
あ
る

世
話
人
に
も
利
益
に
対
す
る
請
求
権
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。
損
失
に
対
し
て
、
仲
間

人
は
無
限
に
責
任
を
負
う
が
、
世
話
人
は
免
責
さ
れ
る
契
約
と
な
っ
て
い
た
。

三　

上
州
小
泉
十
一
屋
の
会
計
報
告

　

中
井
源
左
衛
門
家
文
書
に
は
、
袋
に
収
め
ら
れ
た
上
州
小
泉
十
一
屋
の
決
算
書

九
点
が
残
っ
て
い
る
。
袋
に
は
、「
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
蔵
勘
定
書
入
」
と
上
書
き

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
本
稿
が
初
め
て
分
析
す
る
決
算
資
料
で
あ
る
。『
寅
八
月

十
七
日
勘
定
』（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
「
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
」

請
求
番
号
一
一
五
九
五
お
よ
び
一
一
五
九
六
）、『
卯
二
月
廿
四
日
酒
押
切
勘
定
』（
同

請
求
番
号
一
一
五
九
七
）、『
申
ノ
秋
勘
定
目
録
』（
同
請
求
番
号
一
一
五
九
八
）、『
酉

八
月
勘
定
』（
同
請
求
番
号
一
一
五
九
九
）、『
戌
二
月
晦
日
押
切
』（
同
請
求
番
号

一
一
六
〇
〇
）、『
戌
九
月
十
二
日
勘
定
』（
同
請
求
番
号
一
一
六
〇
一
）、『
亥
三
月

八
日
押
切
』（
同
請
求
番
号
一
一
六
〇
二
）、『
五
月
廿
五
日
勘
定
覚
』（
同
請
求
番
号

一
一
六
〇
三
）
で
あ
る
。『
寅
八
月
十
七
日
勘
定
』、『
申
ノ
秋
勘
定
目
録
」』、『
酉
八

月
勘
定
』
お
よ
び
『
戌
九
月
十
二
日
勘
定
』
は
、
年
次
決
算
で
あ
る
。『
卯
二
月
廿

四
日
酒
押
切
勘
定
』、『
戌
二
月
晦
日
押
切
』
お
よ
び
『
亥
三
月
八
日
押
切
』
は
、
半

期
の
簡
易
決
算
で
あ
る
。『
五
月
廿
五
日
勘
定
覚
』
は
期
中
の
仮
決
算
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
の
史
料
も
元
号
の
記
載
が
な
い
の
で
、正
確
な
決
算
年
を
特
定
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
史
料
に
「
望
性
」
の
用
語
の
記
載
が
な
い
の
で
、
安
永

三
年
（
一
七
七
四
）
な
い
し
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
よ
り
前
の
史
料
と
推
察
さ
れ

る
。
史
料
『
亥
三
月
八
日
押
切
』
が
最
も
新
し
い
時
期
の
決
算
と
す
れ
ば
、
宝
暦
七

年
以
降
で
安
永
三
年
な
い
し
安
永
五
年
よ
り
前
の
亥
年
は
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

だ
け
で
あ
る
。そ
う
で
あ
れ
ば
、『
寅
八
月
十
七
日
勘
定
』は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）、

『
卯
二
月
廿
四
日
酒
押
切
勘
定
』
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）、『
申
ノ
秋
勘
定
目
録
』

は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）、『
酉
八
月
勘
定
』
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）、『
戌
二

月
晦
日
押
切
』
と
『
戌
九
月
十
二
日
勘
定
』
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）、『
亥
三
月

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
七
号

四
〇



八
日
押
切
』
は
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
決
算
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

差
出
人
と
宛
先
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
寅
八
月
十
七
日
勘
定
』（
同
請
求
番
号

一
一
五
九
五
）
が
福
井
茂
左
衛
門
と
中
井
源
三
郎
、『
卯
二
月
廿
四
日
酒
押
切
勘

定
』（
同
請
求
番
号
一
一
五
九
七
）
が
十
一
屋
茂
左
衛
門
と
武
本
市
郎
右
衛
門
、
中

井
源
三
郎
お
よ
び
柚
木
五
左
衛
門
の
宛
先
三
人
、『
申
ノ
秋
勘
定
目
録
』（
同
請

求
番
号
一
一
五
九
八
）
は
十
一
屋
茂
左
衛
門
、『
酉
八
月
勘
定
』（
同
請
求
番
号

一
一
五
九
九
）
が
十
一
屋
利
左
衛
門
店
茂
左
衛
門
と
中
井
源
三
郎
、「
戌
二
月
晦
日

押
切
」『
同
請
求
番
号
一
一
六
〇
〇
』
が
十
一
屋
茂
左
衛
門
と
中
井
源
三
郎
、『
戌

九
月
十
二
日
勘
定
』（
同
請
求
番
号
一
一
六
〇
一
）
が
十
一
屋
利
左
衛
門
茂
左
衛

門
と
中
井
源
三
郎
で
あ
る（

（3
（

。『
亥
三
月
八
日
押
切
』（
同
請
求
番
号
一
一
六
〇
二
）

は
差
出
人
と
宛
先
人
の
記
載
が
な
い
。『
五
月
廿
五
日
勘
定
覚
』（
同
請
求
番
号

一
一
六
〇
三
）
も
差
出
人
と
宛
先
人
の
記
載
が
な
い
が
、「
中
井
利
足
」、「
武
本
利
足
」

お
よ
び
「
柚
木
利
足
」
の
表
記
が
あ
る
。

　

会
計
報
告
の
差
出
人
と
宛
先
人
か
ら
類
推
す
る
と
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
は
、

「
寅
八
月
十
七
日
」
期
か
ら
「
卯
二
月
廿
四
日
」
期
ま
で
は
、
中
井
源
三
郎
、
武
本

市
郎
右
衛
門
、
柚
木
五
左
衛
門
お
よ
び
茂
左
衛
門
の
組
合
商
内
、「
申
ノ
秋
」
期
か

ら
は
「
戌
九
月
十
二
日
」
期
ま
で
は
、
中
井
源
三
郎
（
大
田
原
店
）
が
単
独
で
出
資

す
る
枝
店
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
史
料
三
か
ら
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）時
点
で
は
、中
井
源
左
衛
門
家
と
福
井
清
三
郎
の
組
合
商
内
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
史
料
四
お
よ
び
史
料
五
は
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
卯
年

の
「
覚
」
で
あ
っ
て
、
史
料
『
卯
二
月
廿
四
日
酒
押
切
勘
定
』
の
宛
先
人
か
ら
類
推

す
る
と
、
源
三
は
中
井
源
三
郎
ま
た
は
中
井
源
左
衛
門
、
左
衛
門
は
柚
木
五
左
衛

門
、
右
衛
門
は
武
本
市
郎
右
衛
門
、
茂
左
衛
門
は
十
一
屋
茂
左
衛
門
と
推
量
で
き
よ

う
。
源
三
、五
左
衛
門
、郷
右
衛
門
お
よ
び
茂
左
衛
門
は
仲
間
人
、こ
の
四
人
の
う
ち
、

茂
左
衛
門
は
世
話
人
と
み
な
せ
よ
う
。

（
一
）
寅
八
月
十
七
日
勘
定

　

史
料
六
は
、
寅
の
八
月
十
七
日
に
、
福
井
茂
左
衛
門
が
中
井
源
三
郎
店
に
報
告
し

た
勘
定
目
録
で
あ
る
。

　

史
料
六　

勘
定
目
録（
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一　

弐
両
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
シ
酒
有

一　

九
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
木
残
有

一　

壱
両
弐
分
五
貫
百
七
拾
二
文　
　
　
　
　

袋
木
綿

一　

六
拾
三
両
弐
分　

拾
七
貫
三
百
文　
　
　

有
金

〆　

金
百
八
拾
六
両
弐
分　

弐
拾
弐
貫
四
百
七
拾
弐
文

右
差
引
シ
テ

　
　

金
九
拾
四
両
三
分
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百
八
拾
四
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損
金

　
　

又
有
物

一　

三
拾
七
両
三
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掛
有

　
　
　

但
シ
正
味
ニ
シ
テ

一　

拾
五
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

附
渡
り
諸
道
具

（
貼
紙
）

「
右
ハ
弐
拾
六
両
壱
分
ト
百
廿
文
ノ
内
損
シ
分
除
テ
用
立
候
物
斗
」

　
　

右
損
金
ノ
外
有
物

一　

壱
両
弐
分
四
百
六
拾
文　
　
　
　
　
　
　

み
そ
大
豆
四
表

一　

弐
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ（
輪
竹
カ
）竹か
こ
い

一　

造
込
置　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
や
う
ゆ

其
外
屋
ね
板
桶
く
れ
桶
三
本
ノ
わ
〓
へ
付
樽
四
拾
其
外
可
有
事
ニ
得
共
し
か
と

お
も
ひ
あ
た
ら
ず
候

（
貼
紙
）

「
右
之
通
リ
柚
木
立
合
勘
定
被
致
候
」

　
　

又
出
入
金
勘
定

一　

弐
百
六
拾
五
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
金
高

一　

弐
百
四
拾
八
両
壱
分
ト　

七
百
廿
七
文　

酒
売
立　

帳
面
ニ
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高
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弐
拾
九
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百
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か
す
代

一　

金
弐
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
屋
様
江
酒
遣
シ
か
よ
い
〆
高

〆　

金
五
百
拾
五
両
壱
分
ト　

三
拾
貫
六
百
廿
七
文

金
ニ
シ
テ

　
　

金
五
百
弐
拾
弐
両
壱
分
ト　

七
百
七
拾
五
文

　
　

内

一　

金
弐
百
三
拾
四
両
三
分
ト　

壱
貫
八
文　

米
五
百
拾
弐
俵

　
　
　

内　

三
拾
九
俵
飯
米
ニ
成
ル

一　

弐
拾
四
両
弐
分
弐
朱
ト　

八
貫
五
百
四
拾
四
文　

薪
木
代

一　

三
両
壱
分
ト　

五
貫
九
百
三
拾
八
文　
　

米
（
搗
ノ
当
字
カ
）賃

一　

壱
両
壱
分
ト　

壱
貫
五
百
八
拾
八
文　
　

な
お
し
餅
米
代

一　

拾
三
両
壱
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
敷
内
渡
シ

一　

弐
拾
壱
両
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
金
内
渡
シ

一　

弐
分
ト　

壱
貫
三
百
拾
弐
文　
　
　
　
　

大
工
手
間

一　

弐
拾
六
両
壱
分
ト　

百
弐
拾
文　
　
　
　

吉
兵
衛
殿
江
諸
道
具
代

一　

壱
両
三
分
ト　

壱
貫
六
百
九
拾
文　
　
　

桶
屋
手
間

一　

壱
両
壱
分　

七
貫
八
百
九
拾
三
文　
　
　

日
用
方
払

一　

壱
貫
九
百
五
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
挽
賃

一　

壱
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
へ
ぎ

一　

拾
六
両
弐
朱
ト　

八
拾
九
貫
六
百
四
文　

小
遣
入
用

一　

四
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
本
江
渡
シ

一　

三
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
井
江
渡
シ

一　

弐
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚
木
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渡
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一　

六
拾
三
両
弐
分
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拾
七
貫
三
百
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有
金

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
七
号
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【表１】上州小泉十一屋酒店の財政状態および収支状況（寅8月17日期）

上段　貸借対照表
寅8月17日勘定　貸借対照表

内有物 入金高 265両
　武本江 40両 中井利足 9両 3分 7匁 5分
　中井江 30両 武本利足 2両 2分 5匁
　柚木江 20両 柚木利足 3両
　古酒有 20両 蔵敷残り 3両 3分
　直シ酒有 2両 2分 給金残り 2両 1分
　真木（薪）有 9両 〆 286両 1分 12匁 5分
　袋木綿 1両 2分   5貫 172文 損金 94両 3分 184文
　有金 63両 2分 17貫 300文

186両 2分 22貫 472文

中段 「内有物」以外の有物勘定
「内有物」以外の有物

又有物
　掛有 37両 3分
　附渡り諸道具 15両
損金の外有物
　みそ大豆四表 1両 2分 460文
　わ竹かこい 1分

54両 2分 460文

下段 出⼊⾦勘定
出入金勘定

米 234両 3分 1貫 8文 入金高 265両

薪木代 24両 2分 2朱 8貫 544文 酒売立 
帳面ニ有高 248両 1分 727文

米搗賃 3両 1分 5貫 938文 かす代 29貫 900文
なおし
餅米代 1両 1分 1貫 588文 大屋様江

酒遣シかよい 2両

蔵敷内渡シ 13両 1分 〆高
給金内渡シ 21両 2分 〆 515両 1分 30貫 627文
大工手間賃 2分 1貫 312文
吉兵衛殿江
諸道具代 26両 1分 120文

桶屋手間 1両 3分 1貫 690文
日用方払 1両 1分 7貫 893文
木挽き 1貫 950文
板へぎ 1分
小遣入用 16両 2朱 89貫 604文
武本江渡シ 40両
中井江渡シ 30両
柚木江渡シ 20両
有金 63両 2分 17貫 300文
　〆 498両 1分 135貫 423文
　金にして 529両 1分 571文
　損（過上） 6両 872文

金にして 522両 1分 775文
（出所）寅８⽉17⽇「勘定⽬録」（「中井源左衛⾨家⽂書」請求番号11595）に基づき、著者が作成。
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合　

金
四
百
九
拾
八
両
壱
分
ト　

百
三
拾
五
貫
四
百
廿
三
文　

金
ニ
シ
テ

　
　

五
百
弍
拾
九
両
壱
分
ト　

五
百
七
拾
壱
文

右
入
金
出
金
差
引
シ
テ

　
　

六
両
三
分
ト　

八
百
七
拾
弐
文
過
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
儀
い
か
が

右
之
通
御
座
候
、
追
而
御
登
り
被
成
候
砌
御
立
寄
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　

寅
ノ
八
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
茂
左
衛
門

　

中
井
源
三
郎
様

　
『
寅
八
月
十
七
日
勘
定
』
は
貸
借
対
照
表
に
相
当
す
る
財
産
計
算
を
し
た
箇
所
と

収
支
勘
定
か
ら
な
る
。
表
一
の
上
段
は
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
寅
八
月
十
七
日
期

の
財
政
状
態
を
貸
借
対
照
表
の
形
式
で
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
負
債
資
本
は
、
㈠

投
資
額
に
相
当
す
る
「
入
金
高
」、
㈡
出
資
者
へ
の
配
当
（「
利
足
」
）、
㈢
「
蔵
敷

残
り
」、
お
よ
び
㈣
「
給
金
残
り
」
で
あ
る
。
寅
八
月
十
七
日
期
の
負
債
資
本
合
計

は
、
二
百
八
十
六
両
一
分
十
二
匁
五
分
で
あ
る
。
利
足
は
、
中
井
家
出
資
九
両
三
分

と
銀
七
匁
五
分
、
武
本
家
出
資
二
両
二
分
と
銀
五
匁
、
柚
木
家
出
資
三
両
、
合
計

十
五
両
一
分
と
十
二
匁
五
分
で
あ
る
。
割
引
率
を
一
〇
％
と
す
れ
ば
、
出
資
額
は
約

百
五
十
四
両
二
分
に
な
る（

（3
（

。「
入
金
高
」
か
ら
こ
の
出
資
額
を
控
除
し
た
百
三
十
一

両
三
分
と
十
二
匁
五
分
が
剰
余
金
で
あ
っ
た
。
中
井
家
、
武
本
家
お
よ
び
柚
木
家
の

利
足
の
箇
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
但
シ
三
拾
両
遣
ス
差
引
シ
テ
」、「
但
シ
六
拾
両
為
登

差
引
シ
テ
」（

（3
（

、「
但
シ
弐
拾
両
為
登
差
引
シ
テ
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
井
家
、

武
本
家
お
よ
び
柚
木
家
へ
、
こ
の
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
両
、
四
十
両
お
よ
び
二
十

両
を
送
金
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
金
額
が
入
金
か
ら
の
配
当

で
あ
る
か
出
資
の
返
済
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。「
蔵
敷
残
り
」
は
毎
年
支
出
さ

れ
る
蔵
敷
料
の
う
ち
の
未
払
金
で
あ
ろ
う（

（3
（

。
ま
た
、「
給
金
残
り
」
も
毎
年
従
業
員

に
支
出
さ
れ
る
給
金
の
う
ち
未
払
金
で
あ
ろ
う
。
中
井
源
左
衛
門
家
の
身
代
の
概
念

は
、出
資
者
た
ち
に
帰
属
す
る
出
資
金
と
剰
余
金
（「
入
金
高
」
）
お
よ
び
配
当
（「
利

足
」
）
で
あ
ろ
う
。
中
井
源
左
衛
門
家
は
出
資
し
た
上
州
十
一
屋
小
泉
酒
店
の
維
持

す
べ
き
身
代
を
特
定
し
、
そ
の
身
代
を
担
保
す
る
資
産
を
対
応
さ
せ
て
、
次
の
よ
う

に
損
益
を
測
定
し
て
い
た
。

　
　

資
産
―
身
代
＝
損
益

資
産
科
目
で
あ
る
「
有
物
」は
、「
内
有
物
」と
「
又
有
物
」に
区
分
掲
記
さ
れ
て
い
る
。

「
寅
八
月
十
七
日
」
期
の
営
業
資
産
の
内
訳
は
、
㈠
出
資
者
の
武
井
家
、
中
井
家
お

よ
び
柚
木
家
宛
て
に
送
金
す
る
配
当
の
原
資
、㈡
棚
卸
資
産
と
し
て
、「
古
酒
有
」、「
直

し
酒
有
」、「
真
木
（
薪
）
有
」、「
袋
木
綿
」、㈢
現
金
と
し
て
「
有
金
」
で
あ
る
。「
内

有
物
」
の
合
計
額
は
、
百
八
十
六
両
二
分
二
十
二
貫
四
百
七
十
二
文
に
な
る
。
期
末

の
身
代
か
ら
「
内
有
物
」
に
区
分
さ
れ
た
営
業
資
産
を
差
し
引
い
た
九
十
四
両
三
分

百
八
十
四
文
が
「
損
金
」
に
な
る（

（3
（

。

　

表
一
の
中
段
は
、「
内
有
物
」
以
外
の
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
有
物
勘
定

を
Ｔ
フ
ォ
ー
ム
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
で
あ
る
。「
又
有
物
」
に
は
、
㈠
売
掛
金

残
高
の
「
掛
有
」、
㈡
そ
の
他
営
業
資
産
の
「
附
渡
り
諸
道
具
」
が
含
ま
れ
る
。
損

金
に
算
入
さ
れ
な
い
「
損
金
ノ
外
有
物
」
に
は
、「「
み
そ
大
豆
四
表
」、「
わ
竹
か
こ

い
」、「
し
や
う
ゆ
」、
そ
の
他
備
品
（
屋
根
板
桶
、
大
桶
、
樽
な
ど
）
が
掲
記
さ
れ

て
い
る
。「
し
や
う
ゆ
」
と
そ
の
他
備
品
は
金
額
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
掛
け
は
但

し
書
き
に
「
但
シ
正
味
ニ
シ
テ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
割
引
を
考
慮
し
た
正

味
の
金
額
で
あ
る
。「
又
有
物
」
に
は
、「
し
か
と
お
も
ひ
あ
た
ら
ず
候
」
と
い
う
注

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
七
号

四
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書
き
が
あ
り
、
金
銭
評
価
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
資
産
科
目
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。「
右
ノ
通
リ
柚
木
立
合
勘
定
」（
貼
紙
）
と
あ
る
の
で
、
出
資
者
（
柚
木
家
）
が

有
物
を
立
会
監
査
済
み
で
あ
っ
た
と
伺
え
る
。
売
掛
金
が
そ
の
評
価
が
確
定
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
は
「
内
有
物
」
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。「
寅

八
月
十
七
日
」期
の
財
産
計
算
で
は
、懸
念
が
あ
れ
ば
売
掛
金
を
全
額
回
収
で
き
な
っ

た
場
合
を
想
定
し
て
、「
損
金
」
を
認
識
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
極
め
て
保
守
的
に

営
業
資
産
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
中
井
源
左
衛
門
家
の
会
計
で
は
、
現
代
会
計
の
減
損

処
理
に
相
当
す
る
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
営
業
資
産
の
「
附
渡
り
諸

道
具
」
は
、「
右
ハ
弐
拾
六
両
壱
分
ト
百
廿
文
ノ
内
損
シ
分
除
テ
用
立
候
物
斗
」
と

い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
十
六
両
一
分
ト
百
二
十
文
か
ら
十
五
両
に
減
損
処

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
は
、棚
卸
資
産
の
状
況
か
ら
み
て
酒
の
製
造
販
売
の
他
に
、

麦
、
米
、
袋
、
木
綿
な
ど
の
日
用
雑
貨
の
販
売
も
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る 

。

　

表
一
の
下
段
は
収
支
計
算
で
あ
る
「
出
入
金
勘
定
」
を
Ｔ
フ
ォ
ー
ム
で
表
現
し
た

も
の
で
あ
る
。「
又
出
入
金
勘
定
」
は
収
支
計
算
書
に
該
当
す
る
。
総
収
入
は
、
㈠

投
資
高
で
あ
る
「
入
金
高
」（

（3
（

、
㈡
期
中
の
収
入
と
し
て
酒
売
上
高
「
酒
売
立
」、
糟
売

上
高
「
か
す
代
」
二
十
九
貫
九
百
文
、
お
よ
び
大
屋
へ
の
酒
売
上
高
「
大
屋
様
江
酒

遣
シ
か
よ
い
〆
高
」
の
合
計
五
百
十
五
両
一
分
十
貫
六
百
二
十
七
文
で
あ
る
。
総
収

入
は
、
金
に
換
算
し
て
（「
金
ニ
し
て
」
）、
五
百
二
十
二
両
一
分
七
百
七
十
五
文
で

あ
る（

（3
（

 

。
総
支
出
は
、
㈠
営
業
経
費
と
し
て
、「
米
五
百
十
二
俵
」、「
薪
木
代
」、「
米

（
搗
ノ
当
字
カ
）

賃
」、「
な
お
し
餅
米
代
」、「
蔵
敷
内
貸
シ
」、「
給
金
内
貸
シ
」、「
大
工
手
間
」、

「
吉
兵
衛
殿
江
諸
道
具
代
」、「
桶
屋
手
間
」、「
日
用
方
掛
」、「
木
挽
賃
」、「
板
へ

ぎ
」、「
小
遣
入
用
」、
㈡
出
資
者
へ
の
配
当
と
し
て
「
武
本
江
渡
シ
」、
中
井
家
に

「
中
井
渡
シ
」
お
よ
び
柚
木
家
に
「
柚
木
渡
シ
」、
㈢
現
金
有
高
と
し
て
「
有
金
」
で

あ
る
。
こ
こ
で
の
「
小
遣
入
用
」
は
、
金
額
の
大
き
さ
か
か
ら
み
て
も
販
売
費
お

よ
び
一
般
管
理
費
に
相
当
す
る
科
目
で
あ
ろ
う
。
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
世
話
料

の
記
載
は
い
ず
れ
の
会
計
報
告
に
も
確
認
で
き
な
い
。
世
話
料
が
「
出
入
金
勘
定
」

の
費
用
と
し
て
ど
の
科
目
に
計
上
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る（

（4
（

。
支
出
合
計
は
、

四
百
九
十
八
両
一
分
百
三
十
五
貫
四
百
二
十
三
文
、
金
換
算
し
て
、
五
百
二
十
九
両

一
分
五
百
七
十
一
文
に
な
る（

（4
（

 

。

　

蔵
敷
料
は
、
出
金
勘
定
の
「
蔵
敷
内
渡
シ
」
十
三
両
一
分
と
「
蔵
敷
残
り
」
三
両

三
分
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。「
蔵
敷
内
渡
シ
」は
上
州
十
一
屋
小
泉
酒
店
が
家
主
（「
大

屋
様
」
）に
支
払
う
蔵
敷
料
、「
蔵
敷
残
り
」は
未
払
蔵
敷
料
と
解
釈
で
き
る（

（4
（

。
同
様
に
、

給
金
は
、
出
金
勘
定
の
「
給
金
内
渡
シ
」
二
十
一
両
二
分
と
「
給
金
残
り
」
二
両
一

分
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。「
給
金
内
渡
シ
」
は
上
州
十
一
屋
小
泉
酒
店
が
従
業
員
に

支
給
さ
れ
る
分
、「
給
金
残
り
」
は
未
払
給
金
と
解
釈
で
き
る
。

　

入
金
か
ら
出
金
を
差
し
引
い
て
（「
右
入
金
出
金
差
引
シ
テ
」
）、
六
両
三
分

八
百
七
十
二
文
の
損
失
（「
過
上
」
）
に
な
っ
て
い
る
。

　

末
尾
の
記
載
「
御
立
寄
可
被
下
候
」
は
、
中
井
源
三
郎
店
に
よ
る
実
地
監
査
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。

　
『
寅
八
月
十
七
日
勘
定
』
で
は
、
出
資
者
の
中
井
家
、
武
本
家
お
よ
び
柚
木
家
、

な
ら
び
に
世
話
人
の
福
井
茂
左
衛
門
へ
の
配
賦
計
算
の
基
礎
と
な
る
損
益
は
、
財
産

計
算
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
金
九
拾
四
両
三
分
ト
百
八
拾
四
文
」
の
損
金
で
あ
ろ
う
。

世
話
人
の
福
井
茂
左
衛
門
は
契
約
に
基
づ
き
こ
の
損
失
が
免
除
さ
れ
、
定
額
の
世
話

料
を
受
領
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

四
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（
二
）
寅
八
月
十
七
日
勘
定
の
試
算
表

　

史
料
七
は
、
史
料
六
と
異
な
り
店
判
の
捺
印
が
な
い
こ
と
や
出
入
金
勘
定
が
締
め

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
寅
八
月
十
七
日
勘
定
の
試
算
表
で
あ
ろ
う
。

　

史
料
七　

勘
定
目
録（

（4
（

　
　
　
　
　
　

寅
ノ
八
月
十
七
日
勘
定

一　

金
弐
百
六
拾
五
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
金
高

一　

金
九
両
三
分　

七
匁
五
分　
　
　
　
　
　
　

中
井
利
足

　
　
　

但
シ
三
拾
両
遣
ス
差
引
シ
テ

一　

弐
両
弐
分
ト　

五
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
本
利
足

　
　
　

但
シ
六
拾
両
登
ス
差
引
シ
テ

一　

三
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚
木
利
足

　
　
　

但
シ
弐
拾
両
登
ス
差
引
シ
テ

一　

金
三
両
三
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
敷
残
り

一　

金
弐
両
壱
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
金
残
り

〆　

金
弐
百
八
拾
六
両
壱
分　

拾
弐
匁
五
分

　
　

内
有
物

一　

金
四
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
本
ヘ
渡
ス

一　

金
三
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
井
ヘ
渡
ス

一　

金
弐
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚
木
ヘ
渡
ス

一　

金
弐
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
酒
残
有

一　

金
弐
両
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
シ
酒
有

一　

金
九
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
木
残
有

一　

金
六
拾
三
両
弐
分
ト　

拾
七
貫
三
百
文　
　

有
金

一　

金
壱
両
弐
分
ト　

五
貫
百
七
拾
弐
文　
　
　

袋
地
木
綿
有

〆　

百
八
拾
六
両
弐
分　

廿
弐
貫
四
百
七
拾
弐
文

金
ニ

〆
百
九
拾
壱
両
弐
分　

七
百
弐
拾
四
文

右
差
引
シ
テ

　
　

九
拾
四
両
三
分
ト　

百
八
拾
四
文　
　
　
　

損
金
也

　
　

又
有
物

一　

金
拾
五
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

附
渡
り
諸
道
具
有

右
ハ
廿
六
両
壱
分
百
廿
文
ノ
内
そ
ん
じ
物
除
テ
用
立
候
物
斗

一　

金
三
拾
七
両
三
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
有

　
　
　

但
シ
割
引
正
ミ
ニ
而

（
貼
紙
下
・
抹
消
）

「　
　
　

出
入
金
勘
定
覚

　

一　

金
弐
百
六
拾
五
両　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
金
高

　

一　

金
弐
百
三
拾
五
両
ト　

八
百
五
拾
文　
　

酒
売
高

　

二
口

　
　
　

合
テ　

五
百
両
ト　

八
百
五
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
貼
紙
）

　
　
　

出
入
勘
定
覚

一　

金
弐
百
六
拾
五
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
金
高

一　

金
弐
百
四
拾
八
両
壱
分
ト　

七
百
弐
拾
七
文　
　

酒
入
金

一　

弐
拾
九
貫
九
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粕
代
金

一　

金
弐
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
屋
様
ゟ
酒
手
入

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
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館
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紀
要
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十
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号
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〆　

金
五
百
拾
五
両
壱
分　

三
拾
貫
六
百
廿
七
文

金
ニ
シ
テ
〆

　
　

五
百
廿
弐
両
壱
分　

七
百
七
拾
五
文

　
　

内

一　

金
弐
百
三
拾
四
両
三
分
ト　

壱
貫
八
文　
　

米
五
百
拾
弐
俵
代

　
　
　

内　

三
拾
九
俵
飯
米
ニ
成

一　

金
弐
拾
四
両
弐
分
弐
朱
ト　

八
貫
五
百
四
拾
四
文　

薪
木
代

一　

金
三
両
壱
分
ト　

五
貫
九
百
三
拾
八
文　
　

米
（
搗
ノ
当
字
カ
）賃

一　

壱
貫
五
百
八
拾
八
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

餅
米
一
俵

一　

金
拾
三
両
壱
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
敷
内
渡
シ

一　

金
弐
拾
六
両
壱
分
ト　

百
弐
拾
文　
　
　
　

吉
兵
衛
殿
江
道
具
代
払

一　

金
弐
拾
壱
両
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
金
内
渡
シ

一　

金
弐
分
ト　

壱
貫
三
百
拾
弐
文　
　
　
　
　

大
工
手
間
賃
払

一　

金
壱
両
三
分
ト　

壱
貫
六
百
九
拾
文　
　
　

桶
屋
渡
シ

一　

金
壱
両
壱
分　

七
貫
八
百
九
拾
三
文　
　
　

日
用
方
払

一　

壱
貫
九
百
五
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
挽
渡
ス

一　

金
壱
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
へ
ぎ

一　

金
拾
六
両
弐
朱
ト　

八
拾
九
貫
六
百
四
文　

小
遣
諸
入
用

一　

金
六四
拾
両
也

拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
本
氏
へ
渡
ス

一　

金
三
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
井
氏
へ
渡
ス

一　

金
弐
拾
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚
木
氏
渡
ス

一　

金
六
拾
三
両
弐
分
ト　

拾
七
貫
三
百
文　
　

有
金

一　

金
壱
両
壱
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

餅
米
代
付
落
有

〆　

金
四
百
九
拾
八
両
壱
分
ト　

百
三
拾
五
貫
四
百
廿
三
文

金
ニ
シ
テ

　
　

五
百
廿
九
両
壱
分
ト　

五
百
七
拾
壱
文

右
入
金
と
差
引
シ
テ
六
両
三
分
ト　

八
百
七
拾
弐
文　

過
上　

い
か
ゞ

（
付
箋
）

一　

金
三
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
八
預
り
有

一　

同
壱
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
〓
〓
吉
兵
衛
預
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
屋
蔵
敷
ニ
而
引
合

一　

金
弐
両
弐
分　

八
十
九
文　
　
　
　
　
　
　

茂
左
衛
門
ゟ
店
江
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
掛
取
帷
子

　

史
料
六
の
『
寅
ノ
八
月
十
七
日
勘
定
』
と
史
料
七
の
『
寅
ノ
八
月
十
七
日
勘

定
』
は
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
相
違
点
は
、
史
料
七
で
は
、「
出
入
金
勘
定
」
が
㈠

入
金
高
二
百
六
十
五
両
と
㈡
酒
売
高
二
百
三
十
五
両
八
百
五
十
文
の
合
計
五
百
両

八
百
五
十
文
か
ら
、
㈠
入
金
高
二
百
六
十
五
両
、
㈡
酒
入
金
二
百
四
十
八
両
一
分

七
百
二
十
七
文
、
㈢
粕
代
金
二
十
九
貫
九
百
文
、
㈣
大
屋
様
ゟ
酒
手
入
弐
両
の
合
計

五
百
二
十
二
両
一
分
七
百
七
十
五
文
に
修
正
計
算
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

備
忘
録
と
し
て
、
末
尾
に
金
銭
貸
借
の
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

（
三
）
卯
二
月
廿
四
日
酒
押
切
勘
定

　

史
料
八
は
、
卯
年
二
月
二
十
四
日
に
十
一
屋
茂
左
衛
門
が
武
本
市
郎
右
衛
門
、
中

井
源
三
郎
、
お
よ
び
柚
木
五
左
衛
門
に
報
告
し
た
「
酒
押
切
勘
定
」
で
あ
る
。「
酒

押
切
勘
定
」
は
酒
の
寒
仕
込
み
の
生
産
報
告
で
あ
ろ
う
。「
酒
押
切
勘
定
」
は
、
損

益
が
計
算
さ
れ
て
お
ら
ず
、
年
次
の
「
勘
定
目
録
」
に
比
較
し
て
簡
易
な
中
間
報
告

に
な
っ
て
い
る
。

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

四
七

中
井
源
左
衛
門
家
に
よ
る
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理



　
史
料
八　

勘
定
目
録
（
酒
押
切（

（4
（

） 
　
　
　
　
　

卯
二
月
廿
四
日

　
　
　
　
　

酒
押
切
勘
定

一　

弐
百
五
拾
八
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
四
拾
弐
石

一　

拾
弐
両
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
う
ち
う
七
石

一　

三
両
弐
分
ト　

六
百
文　
　
　
　
　
　
　

か
す
丗
七
表

一　

拾
弐
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薪
木
残

一　

弐
拾
壱
両
壱
分
ト　

八
百
文　
　
　
　
　

有
金

一　

三
拾
六
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

節
酒
分
か
け
金

一　

壱
両
弍
分
ト　

八
百
文　
　
　
　
　
　
　

米
残

一　

拾
五
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

附
渡
り
道
具

八
口
合

　
　

三
百
六
拾
両
壱
分　

弐
貫
弐
百
文

　
　

内
払
口

　
　

内
払
口

一　

拾
九
両
壱
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
金

一　

拾
両
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
敷

二
口

　
　

弐
拾
九
両
三
分

引
テ　
　

金
三
百
三
拾
壱
両
と
成
ル

卯
ノ
年
勘
定
残
金

　
　

金
百
九
拾
壱
両
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　

入
金

　

又　

　
　

金
七
拾
三
両
寅
ノ
年　
　
　
　
　
　
　
　

入
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
屋
茂
左
衛
門

卯
ノ
二
月
廿
四
日

右
大
方
如
ニ
候
ヘ
共
、
利
足
之
義
返
済
無
之
候
間
何
程
共
相
し
れ
不
申
候
、
此

後
段
々
差
送
リ
可
申
候
、
以
上

　
　

武
本
市
郎
右
衛
門
様

　
　

中
井
源
三
郎
様

　
　

柚
木
五
左
衛
門
様

　

表
二
は
上
州
小
泉
十
一
屋
の
卯
二
月
二
四
日
期
の
「
酒
押
切
勘
定
」
を
T
フ
ォ
ー

ム
で
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。「
押
切
勘
定
」
は
、
㈠
棚
卸
資
産
と
し
て
、
酒

「
百
四
十
二
石
」、「
し
う
ち
う
七
石
」、「
か
す
卅
七
表
」、「
薪
木
残
」、
㈡
「
有
金
」、

「
節
酒
分
か
け
金
」、「
米
残
」
お
よ
び
「
附
渡
り
道
具
」
を
合
わ
せ
た
八
口
合
計

三
百
六
十
両
一
分
二
貫
二
百
文
か
ら
、
払
口
の
「
給
金
」
と
「
蔵
敷
」
の
合
計
額

二
九
両
三
分
を
差
し
引
く
。
そ
の
結
果
、期
末
の
残
高
は
三
百
三
十
一
両
と
な
っ
た
。

酒
の
生
産
高
は
百
四
十
二
石
、
約
二
十
五
ト
ン
六
百
十
五
リ
ッ
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　

寅
ノ
八
月
十
七
日
勘
定
で
は
、
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
売
掛
金
（「
掛
有
」

三
十
七
両
二
分
）
が
、
卯
二
月
廿
四
日
酒
押
切
勘
定
で
は
、「
節
酒
分
か
け
金
」

三
十
六
両
と
し
て
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、

減
損
評
価
し
た
「
附
渡
り
道
具
」
十
五
両
も
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
た
。

　

営
業
債
務
に
相
当
す
る
「
内
払
口
」
と
し
て
、「
給
金
」
と
「
蔵
敷
」、
二
口
合
計

二
十
九
両
三
分
を
控
除
し
た
正
味
営
業
資
産
は
、
三
百
三
十
一
両
に
な
る
。

　

卯
の
年
の
「
入
金
勘
定
残
高
」
は
、
当
期
中
（
卯
の
年
）
が
百
九
十
一
両
二
分
、

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
七
号
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前
期
末
残
高
（
寅
の
年
）
が
七
三
両
で
あ
っ
た
。

　

寅
の
年
の
「
入
金
」
高
が
過
少
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
卯
の
年
に
は
一
九
一
両
二

分
の
追
加
の
資
金
が
提
供
さ
れ
た
。
十
一
屋
茂
左
衛
門
は
、
出
資
者
の
武
本
市
郎
右

衛
門
、
中
井
源
三
郎
お
よ
び
柚
木
五
左
衛
門
に
対
し
て
、
利
息
の
支
払
い
が
未
だ
で

あ
る
も
の
の
以
後
段
々
と
送
金
す
る
旨
を
報
告
し
た
。

四　

中
井
源
左
衛
門
家
の
資
本
形
成
と
利
益
分
配

（
一
）　

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
入
金
高
変
動
計
算

　
「
寅
八
月
十
七
日
」期
末
の
入
金
高
は
、史
料
八
の
『
卯
二
月
廿
四
日
酒
押
切
勘
定
』

に
「
金
七
拾
三
両
寅
ノ
年　

入
金
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
。
表
三
は
上
州
小
泉

十
一
屋
酒
店
の
入
金
高
（「
寅
八
月
十
七
日
」
期
）
の
変
動
計
算
過
程
を
推
計
し
た

も
の
で
あ
る
。「
寅
八
月
十
七
日
」期
の
期
末
「
入
金
」七
十
三
両
は
、期
首
「
入
金
高
」

二
百
六
十
五
両
か
ら
出
資
者
へ
の
配
当
金
九
十
両
を
控
除
し
、入
金
勘
定
の
「
損
金
」

九
十
四
両
三
分
百
八
十
四
文
お
よ
び
出
入
金
勘
定
の
「
過
上
」（
損
失
）
六
両
三
分

八
百
七
十
二
文
を
差
し
引
い
た
額
に
一
致
す
る
。
こ
の
計
算
過
程
か
ら
、
中
井
源
左

衛
門
家
の
「
入
金
」
は
元
手
金
と
剰
余
金
の
合
計
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
前
述
の

史
料
二
お
よ
び
史
料
三
の
契
約
内
容
を
勘
案
す
る
と
入
金
の
う
ち
元
手
金
に
対
し
て

利
足
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。
剰
余
金
に
も
同
じ
利
率
が
課
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は

確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
史
料
四
と
史
料
五
で
は
総
投
資
額
に
相
当
す
る
出
金
に

つ
い
て
、
出
資
者
と
世
話
人
の
利
益
配
分
率
を
定
め
て
い
た
。

　

入
金
の
額
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
中
井
源
左
衛
門
家
の
計
算
構
造
に
は
複
式
簿

記
の
基
本
原
理
の
一
つ
で
あ
る
ク
リ
ー
ン
サ
ー
プ
ラ
ス
関
係
（
期
末
資
本
－
期
首
資

本
＝
利
益
－
配
当
）
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
収
支
損
益
計
算
と
財
産
損
益
計
算
が

【表２】上州小泉十一屋酒店の酒押切勘定（卯2月24日期）
押切勘定

（酒）142石 258両 内払口
しうちう七石 12両 2分 給金 19両 1分
かす丗七表 3両 2分 600文 蔵敷 10両 2分
薪木残 12両 二口 29両 3分
有金 21両 1分 800文 引テ 331両
節酒分かけ金 36両
米残 1両 2分 800文
附渡り道具 15両
八口合 360両 1分 2貫 200文

（出所）卯2月24日「勘定目録」（酒押切）（「中井源左衛門家文書」請求番号11597）に基づき、著者が作成。

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

四
九
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連
環
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
中
井
源
左
衛
門
家
の
利
益
分
配

　

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
投
資
管
理
で
、
第
一
に
優
先
さ
れ
利
益
配
分
は
出
資
者

へ
の
配
当
に
相
当
す
る
「
武
本
家
利
足
」、「
中
井
家
利
足
」
お
よ
び
「
柚
木
家
利
足
」

で
あ
る
。
次
い
で
、
使
用
人
へ
の
未
払
金
に
相
当
す
る
「
給
金
残
り
」、
お
よ
び
未

払
蔵
敷
料
に
相
当
す
る
「
蔵
敷
残
り
」
で
あ
る
。

　

史
料
四
お
よ
び
史
料
五
の
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
組
合
出
金
割
合
に
よ
れ
ば
、
世

話
人
は
利
益
の
請
求
権
を
保
有
す
る
が
損
金
に
対
し
て
免
責
さ
れ
て
い
た
。
表
三
に

示
し
た
よ
う
に
、
財
産
計
算
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
損
益
は
期
末
の
入
金
高
に
算
入

さ
れ
る
の
で
、
こ
の
免
責
要
件
と
整
合
的
で
あ
る
。
な
お
「
寅
八
月
十
五
日
」
期
は

損
失
が
計
上
さ
れ
た
の
で
世
話
人
に
対
す
る
利
益
分
配
が
な
か
っ
た
。
財
産
計
算
に

よ
っ
て
利
益
が
生
じ
れ
ば
、
世
話
人
に
請
求
割
合
に
応
じ
て
利
益
分
配
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

中
井
源
左
衛
門
家
の
資
本
は
、
支
店
（
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
）
か
ら
本
家
へ

毎
期
送
金
さ
れ
る
利
足
（
配
当
）、
な
ら
び
に
支
店
に
内
部
留
保
さ
れ
る
入
金
高
に

よ
っ
て
増
殖
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
『
戌
九
月
十
二
日
勘
定
』
で
は
、「
元
方
利
息
」

三
十
五
両
に
対
し
て
蔵
敷
料
十
八
両
三
分
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。
史
料
二
で
示
し
た

よ
う
に
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
蔵
屋
敷
お
よ
び
貯
蔵

物
は
中
井
源
三
郎
（
大
田
原
店
）
に
請
け
取
ら
れ
て
い
た
。
明
和
五
年
以
降
、
安
定

的
な
収
益
で
あ
る
不
動
産
収
入
が
中
井
源
左
衛
門
家
の
資
本
形
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（4
（

。

（
三
）
世
話
人
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

　

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
損
益
は
、
資
産
か
ら
維
持
す
べ
き
身
代
を
控
除
し
て
算

出
す
る
。
そ
の
た
め
世
話
人
は
自
身
の
利
益
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
、
資
産
を
過
大

に
評
価
す
る
と
い
う
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
お
こ
し
う
る
。
そ
の
た
め
中
井
源
左
衛
門

家
で
は
、
評
価
が
確
定
し
な
け
れ
ば
売
掛
金
で
あ
っ
て
も
資
産
に
計
上
し
な
い
と
い

う
よ
う
な
極
度
の
保
守
的
会
計
を
採
用
し
て
い
た
。
さ
ら
に
営
業
資
産
に
つ
い
て
出

資
者
の
実
地
監
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
は
、
基
本
的
に
固
定
資
産
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
明

和
五
年
以
降
、
蔵
屋
敷
お
よ
び
貯
蔵
物
は
中
井
源
三
郎
（
大
田
原
店
）
が
保
有
す
る

【表３】
上州⼩泉⼗⼀屋酒店の⼊⾦⾼変動計算過程（寅8⽉17⽇期）

寅8月17日勘定　入金高変動計算書
入金高 265両

武本家、中井家および
柚木家への送金 90両

　武本江 40両

　中井江 30両

　柚木江 20両

損金 94両 3分 184文

入金出金差引 6両 3分 872文

寅8月入金高 73両 944文
（出所）�寅8⽉17⽇「勘定⽬録」（「中井源左衛⾨家⽂書」請求番号

11595）および卯8⽉24⽇「勘定目録」（酒押切）（「中井源左
衛⾨家⽂書」請求番号11597）に基づき、著者が作成。
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形
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
設
備
投
資
に
係
る
意
思
決
定
は
、
大
田
原
店
な
い
し
本
家

が
お
こ
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
世
話
人
が
過
剰
な
設
備
投
資
し
な
い
と
し
て

も
営
業
費
用
を
浪
費
す
る
と
い
う
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
お
こ
す
こ
と
は
可
能
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
中
井
源
左
衛
門
家
は
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
営
業
資
金
が
不
足
す

る
場
合
に
は
投
下
資
本
コ
ス
ト
（
一
〇
％
）
を
上
回
る
金
利
（
一
五
％
）
で
貸
し
付

け
て
い
た（

（4
（

。
こ
れ
は
ジ
ェ
ン
セ
ン
が
指
摘
し
た
負
債
に
よ
る
企
業
行
動
の
規
律
づ
け

に
該
当
す
る（

（4
（

。

　

さ
ら
に
、
中
井
源
左
衛
門
家
は
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
世
話
人
が
「
出
入
金

勘
定
」に
売
上
高
明
細
お
よ
び
製
造
原
価
明
細
を
開
示
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
。

こ
れ
は
世
話
人
に
よ
る
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
浪
費
を
防
止
す
る
た
め
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
解
釈
で
き
る
。

五　

む
す
び

　

近
世
近
江
国
の
中
井
源
左
衛
門
家
は
、
現
代
投
資
管
理
に
も
通
じ
る
極
め
て
高
度

な
経
営
管
理
技
法
を
使
っ
て
、
世
話
人
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
防
止
す
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
組
み
込
み
、
支
店
の
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
を
経
営
し
て
い
た
。
本
稿
で
、
中

井
源
左
衛
門
家
文
書
の
一
次
史
料
か
ら
上
州
十
一
屋
小
泉
酒
店
に
関
し
て
新
た
に
発

見
さ
れ
た
事
実
は
、
㈠
出
資
者
と
世
話
人
は
投
資
額
で
あ
る
出
金
に
関
し
て
責
任
割

合
を
定
め
て
組
合
を
組
成
し
た
、
㈡
出
資
者
と
世
話
人
は
利
益
を
こ
の
割
合
で
分
配

し
た
、
㈢
中
井
源
三
郎
（
大
田
原
店
）
は
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
が
営
業
資
金
の

不
足
の
た
め
に
資
金
入
用
と
な
る
場
合
、
投
下
資
本
利
益
率
よ
り
高
い
利
率
で
組
合

に
貸
し
付
け
た
、
㈣
売
掛
金
は
正
味
価
額
で
評
価
さ
れ
て
い
た
、
㈤
附
渡
り
諸
道

具
（
営
業
資
産
）
は
減
損
評
価
さ
れ
て
い
た
、
㈥
極
め
て
保
守
的
な
会
計
手
続
き
が

適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
紙
幅
の
関
係
で
、「
寅
八
月
十
七
日
」

期
お
よ
び
「
卯
二
月
廿
四
日
」
期
以
外
の
会
計
報
告
史
料
に
関
す
る
分
析
は
別
稿
に

譲
る
こ
と
に
す
る
。

　

中
井
源
左
衛
門
家
が
十
八
世
紀
後
半
の
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
に
導
入
し
た
経
営

管
理
技
術
と
会
計
技
術
は
、
現
代
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
論
や
現
代
会
計
論
の
観
点
か
ら
評

価
し
て
も
驚
く
べ
き
先
進
性
を
備
え
て
い
る
。
残
さ
れ
た
課
題
は
、
上
州
十
一
屋
小

泉
酒
店
で
醸
成
さ
れ
た
経
営
管
理
技
法
や
会
計
管
理
技
法
が
中
井
源
左
衛
門
家
の
他

の
支
店
の
経
営
管
理
に
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
て
い
っ
た
か
で
あ
る
。
中
井
源
左
衛
門

家
の
会
計
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
に
残
さ
れ
た
膨
大
な
会
計
史

料
に
比
し
て
、
分
析
さ
れ
て
い
る
史
料
は
ま
だ
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
中
井
源
左
衛
門

家
が
構
築
し
た
巨
大
な
本
支
店
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
資
金
や
商
品
と
資
材
の
流
れ
、
中

井
源
左
衛
門
家
本
家
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
し
て
の
会
計
機
能
、
近
世
か
ら
近
代

へ
の
経
済
体
制
の
変
容
と
会
計
技
術
や
経
営
管
理
の
進
展
な
ど
、
未
解
明
の
課
題
は

多
い
と
い
え
よ
う
。

【
謝
辞
】

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
に
多
大
な
便
宜
を
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
太
田
善
之
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
、
赤
塚
尚
之
滋
賀
大
学

経
済
学
部
准
教
授
、
南
田
孝
子
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
助
手
お
よ
び
大
澤
留
次

郎
氏
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社
）
か
ら
は
貴
重
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
、

宇
佐
美
英
機
滋
賀
大
学
名
誉
教
授
か
ら
は
非
常
に
建
設
的
な
コ
メ
ン
ト
と
貴
重
な
示
唆
を

い
た
だ
き
、
論
文
の
改
善
に
と
て
も
有
益
で
あ
っ
た
。

　

本
研
究
の
基
礎
と
な
る
研
究
の
一
部
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
９
Ｋ
２
１
７
０
５
の
助

成
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
本
稿
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
著
者
の
責
任
で
あ
る
。

上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

五
一

中
井
源
左
衛
門
家
に
よ
る
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理



注（
１
）�� 
原
田
敏
丸
「
近
江
商
人
の
経
営
形
態
に
関
す
る
一
考
察
―
日
野
の
豪
商
中
井
源
左

衛
門
家
の
場
合
―
」『
彦
根
論
叢
』
第
三
四
号
、
五
一
―
七
〇
頁
、
一
九
五
六
年
。

（
２
）�� 

江
頭
恒
治
『
近
江
商
人　

中
井
家
の
研
究
』（
雄
山
閣
、一
九
六
五
年
）、七
八
四
頁
。

（
３
）�� 

前
掲
注
２
、六
七
四
頁
。

（
４
）�� 

前
掲
注
２
、九
一
九
―
九
四
三
頁
。

（
５
）�� 

宇
佐
美
英
機
「
近
江
商
人
中
井
家
の
家
訓
・
店
則
に
み
る
「
立
身
」
と
「
出
世
」」

『
彦
根
論
叢
』
第
三
一
七
号
、
二
五
二
―
二
三
五
頁
、
二
〇
〇
一
年
。

（
６
）�� M

. C. Jensen and W
. H

. M
eckling, "T

heory of the firm
: M

anagerial 
behavior, agency costs and ow

nership structure", Journal of Financial 
Econom

ics 3 (4), 1976, pp. 305-360.

（
７
）�� 

小
倉
栄
一
郎
『
江
州
中
井
家
帖
合
の
法
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
二
年
）。

（
８
）�� 

松
田
有
加
里
「
江
州
中
井
家
石
巻
店
作
成
「
享
和
三
癸
亥
正
月
吉
日　

戌
質
店
卸

目
録
」の
分
析
」『
六
甲
台
論
集
─
経
営
学
編
─
』第
六
三
巻
第
２
号
、一
七
―
三
四
頁
、

二
〇
一
六
年
。
松
田
有
加
里
「
江
戸
時
代
の
わ
が
国
固
有
の
帳
合
法
（
簿
記
法
）
の

研
究
─ 

十
九
世
紀
中
井
家
仙
台
店
及
び
石
巻
店
の
店
卸
目
録
の
分
析
か
ら
―
」『
日

本
簿
記
学
会
年
報
』
第
三
一
号
、
五
四
―
六
〇
頁
、
○
○
年
。
松
田
有
加
里
「
江
戸

時
代
後
期
の
商
家
に
お
け
る
帳
合
法
に
関
す
る
研
究
─
近
江
商
人
中
井
家
の
「
店
卸

目
録
」の
分
析
か
ら
─
」『
簿
記
研
究
』第
四
巻
第
一
号
、一
―
一
一
頁
、二
〇
二
一
年
。

（
９
）�� 

西
川
登
『
三
井
家
勘
定
管
見
』（
白
桃
書
房
、
一
九
九
三
年
）。

（
10
）�� 

青
柳
周
一
は
相
馬
店
の
出
店
と
閉
店
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
青
柳
周
一

「
近
江
商
人
の
出
店
経
営
と
閉
店
へ
の
経
緯
」（
青
柳
周
一
・
東
幸
代
・
岩
﨑
奈
緖

子
・
母
利
美
和
編
『
江
戸
時
代
近
江
の
商
い
と
暮
ら
し 

湖
国
の
歴
史
資
料
を
読
む
』

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
八
三
―
一
一
五
頁
）。

（
11
）�� 

前
掲
注
１
お
よ
び
前
掲
注
２
。

（
12
）�� 

柚
木
学
『
酒
造
経
済
史
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）。

（
13
）�� 『
享
保
十
九
申
寅
年
店
卸
記
』（
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附

属
史
料
館
所
蔵
）。
初
代
中
井
源
左
衛
門
の
店
卸
記
は
四
種
が
残
さ
れ
て
い
た
（
前

掲
注
２
、八
七
五
頁
）。
江
頭
恒
治
は
こ
れ
ら
の
う
ち
三
種
を
原
本
（
Ａ
帳
）、
清
書

本
（
Ｂ
帳
）、
要
約
本
（
Ｃ
帳
）
と
推
量
し
て
い
る
。
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史

料
館
が
所
蔵
す
る
の
は
Ａ
帳
で
あ
る
。
Ｂ
帳
と
Ｃ
帳
の
所
在
は
現
時
点
で
不
明
で
あ

る
。

（
14
）�� 

以
下
、
難
読
字
を
〓
で
表
す
。

（
15
）�� 

前
掲
注
７
、一
二
二
頁
。

（
16
）�� 

前
掲
注
２
、八
〇
一
頁
。

（
17
）�� 

前
掲
注
２
、一
五
三
頁
。

（
18
）�� 

前
掲
注
２
、一
五
三
頁
。

（
19
）�� 「
中
井
源
三
郎
」
は
大
田
原
店
の
屋
号
で
あ
る
（
前
掲
注
１
）。

（
20
）�� 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
「
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
」
請
求
番
号

一
一
六
〇
五
。

（
21
）�� 

前
掲
注
７
、二
四
頁
。

（
22
）�� 

前
掲
注
２
、三
七
頁
。

（
23
）�� 

前
掲
注
２
、七
五
八
頁
。

（
24
）�� 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
「
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
」
請
求
番
号

一
一
六
〇
六
。

（
25
）�� 

前
掲
注
２
、七
八
九
頁
。

（
26
）�� 

前
掲
注
７
、二
四
六
頁
。

（
27
）�� 

中
井
源
左
衛
門
家
の
店
員
制
が
い
つ
の
時
点
で
確
立
さ
れ
た
か
は
ま
だ
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
が
、
支
配
人
は
、
番
頭
が
複
数
人
制
の
場
合
、
首
席
の
番
頭
で
あ
っ

て
、
経
営
管
理
責
任
者
で
あ
る
（
前
掲
注
２
、八
四
九
頁
）。

（
28
）�� 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
「
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
」
請
求
番
号

一
一
六
〇
七
。

（
29
）�� 

同
「
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
」
請
求
番
号
一
一
六
三
一
。

（
30
）�� 

同
「
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
」
請
求
番
号
一
一
六
四
〇
。

（
31
）�� 『
酉
八
月
勘
定
』
の
差
出
人
が
「
十
一
屋
利
左
衛
門
店
茂
左
衛
門
」
と
『
戌
九
月

十
二
日
勘
定
』
の
差
出
人
が
「
十
一
屋
利
左
衛
門
茂
左
衛
門
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
名
義
は
「「
十
一
屋
利
左
衛
門
」、
茂
左
衛
門
は
人

名
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
小
倉
栄
一
郎
は
、
十
一
屋
が
日
野
商
人
藤
崎
惣
兵
衛
の

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
七
号

五
二



酒
店
の
屋
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
が
そ
の
系
列
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
類
推
し
て
い
る
（
前
掲
注
７
、四
二
頁
）。
ま
た
小
倉
栄
一
郎
は
、
吉
野
國

雄
の
話
と
し
て
、
藤
崎
惣
兵
衛
の
十
一
屋
が
財
産
計
算
と
損
益
計
算
を
行
っ
て
い
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
（
前
掲
注
７
、四
六
頁
）。

（
32
）�� 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
「
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
」
請
求
番
号

一
一
五
九
五
。

（
33
）�� 

金
一
両
を
銀
六
十
匁
と
し
て
換
算
し
た
。

（
34
）�� 「
六
拾
両
」
は
四
拾
両
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
35
）�� 

蔵
敷
料
の
支
払
先
は
不
明
で
あ
る
。
史
料
二
で
は
蔵
屋
敷
が
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
に
中
井
源
三
郎
に
請
け
取
ら
れ
た
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
「
寅

八
月
一
七
日
」
期
で
は
、
蔵
敷
料
の
払
先
は
支
店
の
中
井
源
三
郎
、
本
家
の
中
井
源

左
衛
門
あ
る
い
は
そ
の
他
で
あ
ろ
う
。
後
年
、
中
井
源
左
衛
門
本
家
が
仙
台
店
質
店

や
大
阪
店
質
店
か
ら
蔵
敷
料
を
徴
収
し
て
い
た
（
前
掲
注
２
、七
〇
〇
頁
）。

（
36
）�� 

こ
の
「
損
金
」
は
、
金
貨
、
銀
貨
、
銅
銭
の
換
算
を
行
っ
た
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

中
井
源
左
衛
門
家
で
は
銭
六
貫
が
一
両
に
換
算
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
注
７
、五
〇

頁
）。

（
37
）�� 

酒
店
を
核
に
、
日
用
雑
貨
販
売
、
金
融
業
を
兼
営
す
る
の
は
、
典
型
的
な
日
野
商

人
の
商
法
で
あ
る
（
満
田
良
順
『
近
江
商
人
四
〇
〇
年
の
奔
流　

近
江
日
野
商
人
の

歴
史
と
商
法
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
八
頁
）。

（
38
）�� 

簿
記
技
術
の
観
点
か
ら
は
、

　
　
　
（
借
方
）
入
金
高
（
資
本
勘
定
）　　
　

二
百
六
十
五
両

　
　
　
（
貸
方
）
入
金
高
（
出
入
金
勘
定
収
入
）　

二
百
六
十
五
両

　
　

の
振
替
仕
訳
が
行
わ
れ
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。

（
39
）�� 

こ
こ
で
は
、
一
両
が
四
貫
二
百
六
十
四
文
と
し
て
換
算
さ
れ
て
い
る
。

（
40
）�� 

科
目
名
か
ら
判
断
す
る
と
、
世
話
料
は
「
給
金
内
渡
し
」
ま
た
は
「
小
遣
諸
入
用
」

に
含
ま
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
利
益
処
分
と
し
て
「
入
金
」
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
た

か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

（
41
）�� 

一
両
が
四
貫
三
百
五
十
文
と
し
て
換
算
さ
れ
て
い
た
。
入
金
勘
定
と
出
入
金
勘
定

で
は
、
金
銭
と
銅
銭
の
換
算
レ
ー
ト
が
異
な
る
。

（
42
）�� 

小
倉
栄
一
郎
は
、
本
家
と
支
店
の
会
計
を
本
支
店
会
計
と
み
な
し
、
支
店
の
「
元

方
よ
り
差
引
残
り
借
り
」
を
本
店
勘
定
、
本
店
の
「
○
○
貸
し
」
を
支
店
勘
定
と
解

釈
し
て
い
る
（
前
掲
注
７
、二
一
一
頁
か
ら
二
一
八
頁
）。

（
43
）�� 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
「
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
」
請
求
番
号

一
一
五
九
六
。

（
44
）��  

同
「
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
」
請
求
番
号
一
一
五
九
七
。

（
45
）�� 

江
戸
時
代
の
酒
造
業
は
米
価
の
変
動
リ
ス
ク
や
幕
府
酒
政
策
の
政
治
リ
ス
ク
に

曝
さ
れ
て
い
た
。
賀
川
隆
行
『
近
世
江
戸
商
業
史
の
研
究
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
灘
の
小
西
新
右
衛
門
家
で
も
不
動
産
事
業
が
安
定
的
な

収
益
源
に
な
っ
て
い
た
。

（
46
）��  

幕
府
は
、元
文
元
年
（
一
七
三
六
）に
貸
付
金
利
息
の
上
限
を
年
利
一
五
％
に
定
め
、

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
年
利
一
二
％
に
引
き
下
げ
た
。
中
井
源
左
衛
門
家
が

定
め
た
年
利
一
五
％
は
法
定
利
息
の
上
限
で
あ
っ
た
。
当
時
、
法
定
利
息
を
上
回
る

金
利
で
貸
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
年
利
一
五
％
は
必
ず
し
も
高
利
で
は

な
か
っ
た
。

（
47
）�� M

.C. Jensen, "A
gency costs of free cash flow

, corporate finance, and 
takeovers", T

he A
m

erican Econom
ic Review
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上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理

五
三

中
井
源
左
衛
門
家
に
よ
る
上
州
小
泉
十
一
屋
酒
店
の
経
営
管
理


